
市社協は、より良い福祉のまちづくりのために
地域の活動を応援しています‼

　「認知症サポーター」とは、認知症に対する知識と理解をもち、地域で認知症
の方等の気になる方に対してできる範囲で手助けをするサポーターのことです。

　実際に声かけ体験を通してさらに理解を深める機会となりました。
　今後、気になる方に対して声かけをして適切な機関につなげるなど、
誰もが住みやすい地域づくりを推進していきます。

※地区社協や事業所等の関係機関とともに認知症への理解を深める活動を実施しました。
　詳しくは４ページをご覧ください。

伊﨑田中学校１年生が「認知症サポーター」になりました！

志布志市社会福祉協議会　第９１号

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部により発行されています。

ささえあい
令和４年８月２４日発行

社協シンボルマーク



令和３年度　志布志市社会福祉協議会  会計決算
　令和３年度志布志市社会福祉協議会の事業報告及び一般会計収支決算について、理事会（６月６日開
催）、評議員会（６月 24 日開催）において承認されました。

事業活動収支計算書
令和３年度 ( 令和３年４月１日～令和４年３月 31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

資金収支計算書
令和３年度 ( 令和３年４月１日～令和４年３月 31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 
勘定科目

予　算 決　算 差　異
事業活動による収支

収　
　
　
　
入

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
介護保険収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

2,148,000
2,593,000

62,980,000
42,119,000

144,000
877,000

69,109,000
22,416,000

2,000
4,310,000

2,209,800
2,726,464

62,981,823
42,385,089

154,000
900,695

70,110,714
23,182,734

2,215
4,327,531

△ 61,800
△ 133,464

△ 1,823
△ 266,089

△ 10,000
△ 23,695

△ 1,001,714
△ 766,734

△ 215
△ 17,531

事業活動収入計 206,698,000 208,981,065 △ 2,283,065

支　
　
　
　
出

人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
その他の支出

176,422,000
27,217,000
13,682,000

254,000
4,019,000
2,675,000

92,000
506,000

173,697,093
25,278,678
11,786,843

154,000
4,016,873
2,674,700

92,000
503,020

2,724,907
1,938,322
1,895,157

100,000
2,127

300
0

2,980

事業活動支出計 224,867,000 218,203,207 6,663,793

事業活動資金収支差額 △ 18,169,000 △ 9,222,142 △ 8,946,858

施設整備等による収支

収
入

固定資産売却収入 11,000 11,000 0

施設整備等収入計 11,000 11,000 0
支
出施設整備等支出計 0 0 0

施設整備等資金収支差額 11,000 11,000 0

その他の活動による収支

収　
入

その他の活動による収入 19,610,000 19,762,080 △ 152,080

その他の活動収入計 19,610,000 19,762,080 △ 152,080

支　
出

積立資産支出 2,000 1,300 700

その他の活動による支出 6,834,000 6,753,750 80,250

その他の活動支出計 6,836,000 6,755,050 80,950

その他の活動資金収支差額 12,774,000 13,007,030 △ 233,030

予備費 1,000,000 0 1,000,000

当期資金収支差額合計 △ 6,384,000 3,795,888 △ 10,179,888

前期末支払資金残高 50,636,000 50,637,087 △ 1,087

当期末支払資金残高 44,252,000 54,432,975 △ 10,180,975

勘定科目
当年度末 前年度末 増　減

サービス活動増減の部

収　
　
　
　
　
入

会費収益
寄附金収益
経常経費補助金収益
受託金収益
事業収益
負担金収益
介護保険事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の収益

2,209,800
2,726,464

62,981,823
42,385,089

900,695
0

70,110,714
23,182,734

4,251,790

2,203,800
2,483,787

62,302,726
46,860,826

9,044,400
4,794,003

67,365,331
20,828,340

3,152,473

6,000
242,677
679,097

△ 4,475,737
△ 8,143,705
△ 4,794,003

2,745,383
2,354,394
1,099,317

サービス活動収益計 208,749,109 219,035,686 △ 10,286,577

支　
　
　
　
出

人件費
事業費
事務費
共同募金配分金事業費
助成金費用
負担金費用
減価償却費
退職手当積立基金預け金差損

158,812,144
25,278,678
11,786,843

4,016,873
2,674,700

92,000
595,424
474,870

163,461,587
27,684,612
13,034,486

4,713,339
2,194,540

92,000
1,071,762

232,760

△ 4,649,443
△ 2,405,934
△ 1,247,643

△ 696,466
480,160

0
△ 476,338

242,110
サービス活動費用計 203,731,532 212,485,086 △ 8,753,554

サービス活動増減差額 5,017,577 6,550,600 △ 1,533,023
サービス活動外増減の部

収
入

受取利息配当金収益 2,215 6,331 △ 4,116
その他のサービス活動外収益 75,741 0 75,741
サービス活動外収益計 77,956 6,331 71,625

支
出

その他のサービス活動外費用計 28,150 0 28,150
サービス活動外費用計 28,150 0 28,150

サービス活動外増減差額 49,806 6,331 43,475
経常増減差額 5,067,383 6,556,931 △ 1,489,548

特別増減の部

収
入

固定資産売却益収益 10,998 0 10,998
事業区分間固定資産移管収益 0 1,295,107 △ 1,295,107
その他の特別収益 0 4,883,600 △ 4,883,600
特別収益計 10,998 6,178,707 △ 6,167,709

支 

出

固定資産売却損・処分損 3 8 △ 5
事業区分間固定資産移管費用 0 1,295,107 △ 1,295,107
特別費用計 3 1,295,115 △ 1,295,112

特別増減差額 10,995 4,883,592 △ 4,872,597
当期活動増減差額 5,078,378 11,440,523 △ 6,362,145

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 32,339,954 20,903,695 11,436,259
当期末繰越活動増減差額 37,418,332 32,344,218 5,074,114
基本金取崩額 0 0 0
その他の積立金取崩額 0 0 0
その他の積立金積立額 1,300 4,264 △ 2,964
次期繰越活動増減差額 37,417,032 32,339,954 5,077,078
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財　産　目　録
令和 3 年度（令和４年３月３１日現在）

（単位：円）

貸  借  対  照  表
令和３年度（令和４年３月３１日現在）

（単位：円）

勘定科目 金　　額

資産の部

流動資産
現金預金
事業未収金
未収収益

57,592,211
15,173,430

8,545,180

流動資産合計 81,310,821

固定資産
基本財産
定期預金

3,000,000
3,000,000

基本財産合計 3,000,000

その他の固定資産
構築物
車輌運搬具
器具及び備品
貸付事業貸付金
退職手当積立基金預け金
ボランティア基金積立資産
退職共済積立資産
福祉積立資産
財政調整積立資産
法外援助貸付積立資産
長期前払費用

2
2,271,468

33,859
399,000

59,288,631
3,026,075
1,247,657

30,182,447
18,247,135

1,012,587
84,644

その他の固定資産合計 115,793,505

固定資産合計 118,793,505

資産の部合計 200,104,326

負債の部

流動負債
事業未払金
未払費用
預り金
職員預り金
賞与引当金

16,770,433
8,580,129

79,838
1,447,446
6,238,057

流動負債合計 33,115,903

固定負債
退職給付引当金 72,855,490

固定負債合計 72,855,490

負債の部合計 105,971,393

差引純資産 94,132,933

勘定科目
金　　　　額

当年度末 前年度末 増　　減
資産の部

流動資産
現金預金
事業未収金
未収収益

81,310,821
57,592,211
15,173,430
8,545,180

67,447,680
46,569,646
5,339,439

15,538,595

13,863,141
11,022,565
9,833,991

△ 6,993,415

固定資産
基本財産
定期預金

その他の固定資産
構築物
車輌運搬具
器具及び備品
貸付事業貸付金
退職手当積立基金預け金
ボランティア基金積立資産
退職共済積立資産
福祉積立資産
財政調整積立資産
法外援助貸付積立資産
長期前払費用

118,793,505
3,000,000
3,000,000

115,793,505
2

2,271,468
33,859

399,000
59,288,631
3,026,075
1,247,657

30,182,447
18,247,135
1,012,587

84,644

132,395,964
3,000,000
3,000,000

129,395,964
2

2,859,932
40,824

399,000
72,252,311
3,026,035
1,247,626

30,182,074
18,246,299
1,012,567

129,294

△ 13,602,459
0
0

△ 13,602,459
0

△ 588,464
△ 6,965

0
△ 12,963,680

40
31

373
836
20

△ 44,650

資産の部合計 200,104,326 199,843,644 260,682

負債の部

流動負債
事業未払金
未払費用
預り金
職員預り金
借受金
賞与引当金

33,115,903
16,770,433

8,580,129
79,838

1,447,446
0

6,238,057

23,234,819
6,648,588
8,301,586

111,969
1,693,970

54,480
6,424,226

9,881,084
10,121,845

278,543
△ 32,131

△ 246,524
△ 54,480

△ 186,169

固定負債
退職給付引当金

72,855,490
72,855,490

87,554,270
87,554,270

△ 14,698,780
△ 14,698,780

負債の部合計 105,971,393 110,789,089 △ 4,817,696

純資産の部

基本金
第一号基本金

その他の積立金
退職共済積立金
福祉積立金
財政調整積立金
法外援助資金積立金
ボランティア基金積立金

次期繰越活動増減差額
うち当期活動増減差額

3,000,000
3,000,000

53,715,901
1,247,657

30,182,447
18,247,135

1,012,587
3,026,075

37,417,032
5,078,378

3,000,000
3,000,000

53,714,601
1,247,626

30,182,074
18,246,299

1,012,567
3,026,035

32,339,954
11,440,523

0
0

1,300
31

373
836

20
40

5,077,078
△ 6,362,145

純資産の部合計 94,132,933 89,054,555 5,078,378

負債及び純資産の部合計 200,104,326 199,843,644 260,682
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有
明
町
の
伊
﨑
田
中
学
校
１
年
生
を

対
象
に
認
知
症
ひ
と
り
歩
き
声
か
け
体

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
鹿
児

島
県
認
知
症
介
護
指
導
者
で
あ
り
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
賀
寿
園
の
生
活
相

談
員
山
本
様
に
よ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」や「
在
宅
介
護
者
の
話
」

を
聞
き
、
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
午
前
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
て
、
認
知
症
高
齢
者
役
の
方
に
声

を
か
け
会
話
を
す
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
役
の
方
は
「
財
布
を
と
ら
れ

た
」「
昔
を
思
い
出
し
て
タ
ク
シ
ー
で
来

た
が
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
」
等

の
思
い
の
設
定
を
し
て
お
り
、
生
徒
の

皆
さ
ん
は
話
し
か
け
る
際
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
そ
の
思
い
を
否
定
せ
ず
、
寄

り
添
い
な
が
ら
話
し
か
け
て
い
る
場
面

が
印
象
的
で
し
た
。

　

伊
﨑
田
地
区
と
し
て
は
、
今
回
の
体

験
を
き
っ
か
け
に
、
若
い
世
代
の
方
々

も
認
知
症
に
関
し
て
興
味
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
生
活
の
中
で
認
知
症
の
方
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
人
に
優
し
く
接
す

る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
住
む
ま
ち
が
よ

り
良
い
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
、
地

区
社
協
役
員
、
志
布
志
認
知
症
を
支
え
る

会
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
小
松
の
里
、

伊
﨑
田
駐
在
所
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
橋
口
等

の
関
係
機
関
や
地
域
の
事
業
所
に
も
御

協
力
い
た
だ
き
、
も
し
も
の
時
の
連
絡
体

制
に
つ
い
て
も
再
確
認
が
で
き
ま
し
た
。

　

以
前
実
施
し
た
見
守
り
活
動
に
関
す

る
話
し
合
い
に
お
い
て
「
防
災
マ
ッ
プ

が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
最
新
の

も
の
を
つ
く
り
た
い
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
校
区
公
民
館
か
ら
市
社
協
へ
依

頼
が
あ
り
、
自
治
会
長
会
に
て
見
守
り

活
動
の
概
要
や
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
進
め

方
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

防
災
マ
ッ
プ
の
良
い
所
と
支
え
合
い

マ
ッ
プ
の
良
い
所
を
掛
け
合
わ
せ
て
伊
﨑

田
校
区
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
た
め
に
、
ま
ず
は
自
治
会
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
気
に
な
る
方
を
抽
出
し
、
そ

こ
か
ら
み
え
て
く
る
課
題
に
対
し
て
解
決

策
を
考
え
る
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　

普
段
の
近
所
付
き
合
い
に
お
い
て
見

守
り
活
動
は
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
地
域
の
活
動
を
継
続
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
に
市
社
協
は
地
域
と
と

も
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
日
本
で
は
、
高
齢
化

の
中
で
人
口
減
少
が
進
行
し
、福
祉
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
に
よ
る
担
い
手
の
不
足
や
、
血

縁
、
地
縁
と
い
っ
た
つ
な
が
り
が
弱
ま
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、国
で
は
人
と
人
、

人
と
社
会
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
取
り
組

み
が
生
ま
れ
や
す
い
よ
う
な
環
境
を
整
え

る
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
背

景
を
踏
ま
え
、
お
互
い
に
支
え
合
え
る

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域
に
お
け

る
支
え
合
い
活
動
や
助
け
合
い
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
各
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活

動
や
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
作
り
に
向
け

た
取
り
組
み
、
支
え
合
い
の
意
識
醸
成
の

た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

伊
﨑
田
地
区（
有
明
町
）

伊
﨑
田
地
区（
有
明
町
）

支
え
合
い
の
ま
ち
、
志
布
志
市
へ

～
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
～

5/

6/

24

5

「
認
知
症
ひ
と
り
歩
き
声
か
け

体
験
」
を
行
い
、
自
分
に
何

が
で
き
る
か
考
え
ま
し
た
！

見
守
り
活
動
の
在
り
方
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
「
あ
ま
り
上
手
に
声
を
か
け
ら
れ
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
そ
の
時
に
ど
こ
が
だ
め
だ
っ

た
の
か
教
え
て
も
ら
っ
て
知
識
が
前
よ
り

増
え
た
と
思
う
の
で
、
町
で
認
知
症
の
方

を
見
か
け
た
時
は
今
回
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
活
か
し
て
手
助
け
を
し
て
あ
げ
た

い
で
す
。

　
（
伊
﨑
田
中
学
校
１
年

岩
川 

礼
央
さ
ん
）

　
「
近
年
、
大
雨
や
台
風
等
に
よ
る
、
大
規

模
な
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
有
事
の
際
に
、
自
分
で
は
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
達
を
、
把
握
し
、
助
け
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て
、
民

生
委
員
、
児
童
委
員
、
見
守
り
協
力
員
そ
し

て
公
民
館
が
連
携
し
な
が
ら
伊
﨑
田
校
区
独

自
の
マ
ッ
プ
作
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。」

（
伊
﨑
田
校
区
公
民
館  

下
木
福
祉
部
長
）
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私
達
の
地
区
で
は
、
近
隣
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
見
守
り
活
動
の
話
し
合
い
を
、
夏
井
公

民
館
で
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
見
守
り
協
力
員
、
民
生
委
員
、

公
民
館
役
員
で
す
。
そ
の
う
ち
１
回
は
見
守

ら
れ
て
い
る
方
も
参
加
し
ま
す
。
話
し
合
い

で
は
、
見
守
り
協
力
員
の
方
に
現
状
報
告
や

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
、

情
報
を
共
有
し
て
問
題
解
決
に
向
け
て
意
見

交
換
し
て
い
ま
す
。
自
分
達
で
対
応
が
難
し

い
時
は
、
民
生
委
員
や
社
協
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
方
に
助
言
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
初
め
の
頃
は
意
見
も
あ
ま
り
出
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
回
数
を
重
ね
る
度
に
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
意
見
が
出
や
す
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
話
し
合
い
の
場
で
、
参
加
者
の
方

が
心
配
ご
と
や
悩
み
を
安
心
し
て
素
直
な
気
持

ち
で
話
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
た

す
け
あ
う　
心
と
自
然
豊
か
な　
夏
井
陣
岳
地

区
」
を
目
指
し
て
今
後
も
み
ん
な
で
協
力
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
夏
井
陣
岳
区
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

渡
辺 

修
会
長
）

　
５
月
23
日
（
月
）
野
神
校
区
青
少
年
館

に
お
い
て
、
第
１
回
野
神
校
区
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
、
見
守
り

の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

野
神
校
区
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
野
神

校
区
ふ
れ
あ
い
協
議
会
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
が
発
足
さ
れ
、
毎
月
２
回

の
使
送
便
配
布
時
に
、
見
守
り
を
兼
ね

て
配
布
を
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

年
２
回
の
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に

て
、
見
守
り
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
ま
す
。

　

６
月
２
日
泰
野
地
区
公
民
館
に
お
い

て
、
泰
野
地
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
ご
と
に
、
民

生
委
委
員
や
見
守
り
協
力
員
の
方
か
ら
、

見
守
り
対
象
者
の
状
況
や
新
規
見
守
り

対
象
者
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
年
２
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
神
地
区（
有
明
町
）

新
橋
地
区（
松
山
町
）

泰
野
地
区（
松
山
町
）

夏
井
陣
岳
区
地
区（
志
布
志
町
）

5/

5/

6/

6/

23

26

2

5

野
神
地
区
の
見
守
り
活
動
の

在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
が
い
の
こ
と
な

ど
学
び
ま
し
た
。

見
守
り
や
生
活
の
中
で
の
困

り
ご
と
は
な
い
か
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
が
必
要
な
方
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か

話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
野
神

校
区
ふ
れ
あ
い

協
議
会
で
は
、
自

治
会
等
に
ご
協

力
い
た
だ
き
な

が
ら
、
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い

社
会
」
の
実
現
に

向
け
て
、
今
後
も

協
議
を
重
ね
な

が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
故
郷
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
野
神
校
区
ふ
れ
あ
い
協
議
会

市
ヶ
谷 

孝
福
祉
ふ
れ
あ
い
部
会
長
）

松
山
小
学
校
５
年
生

福
祉
体
験
学
習

　

松
山
町
の
松
山
小
学
校

５
年
生
14
名
が
５
月
26
日

に
福
祉
体
験
を
し
ま
し
た
。

高
齢
者
擬
似
体
験
を
徳
増

恵
児
童
委
員
と
池
田
ふ
み

え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
語

い
も
ん
そ
会
代
表
に
見
守

り
協
力
を
も
ら
い
、
車
い

す
体
験
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
っ
ち
く
の
生

活
相
談
員
・
介
護
支
援
専

門
員
松
原
大
助
氏
と
機
能

訓
練
指
導
員
鈴
木　

稔
氏

よ
り
ア
イ
マ
ス
ク
を
利
用

し
て
学
習
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
車
い
す
の
こ
と
を

学
ぶ
た
め
ご
自
身
の
話
も

交
え
な
が
ら
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
山
颯

大
氏
に
ご
講
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
体
験
を
し
て
、「
高
齢
者

は
、
ど
れ
だ
け
つ
ら
い
の
か

が
分
か
っ
た
。」「
車
い
す

で
目
が
見
え
な
い
と
怖
く
、

今
ど
こ
に
い
る
か
、
わ
か

ら
な
か
っ
た
。」「
障
が
い

は
、
人
や
物
、
環
境
に
よ
っ

て
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
学
び
ま
し
た
。

　
泰
野
の
地
名
の
泰
は
「
ゆ
た
か
、
や
す
ら

か
、
お
ち
つ
い
て
い
る
」
な
ど
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
地
名
の
と
お
り
の
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
民
生
委
員
、
見
守
り
協

力
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
連
携
を

図
り
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、「
と
も
に
つ
な
が
り
、
支
え

合
う
、
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
泰

野
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
（
泰
野
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

上
原 

登
会
長
）
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鹿児島県支部 志布志市地区

志布志市社会福祉協議会　理事・監事・評議員の紹介

〇理　事　10 名（任期：令和 3 年 6 月 22 日から令和 4 年会計年度の最終定時評議員会の終結の時）

井　上　　　豊 仮　重　良　一 立　岡　怜　子 横　山　　　滋
溝　口　敏　久 村　岡　政　美 谷　口　松　生 木　村　勝　志
馬　場　興　市 松　原　千惠子

〇監　事　2 名（任期：令和 3 年 6 月 22 日から令和 4 年会計年度の最終定時評議員会の終結の時）

野　村　幸　史 津　曲　兼　隆

〇評議員　15 名（任期：令和 3 年 6 月 22 日から令和 6 年会計年度の最終定時評議員会の終結の時）

野　村　不二生 宇　都　義　幸 柿　元　まゆみ 近　藤　貴　吏
大　峯　茂　樹 今　井　善　文 中　村　睦　子 川　上　　　豊
内　村　智　子 松　山　昭　子 下　戸　勝　一 桑　迫　　　悟
吉　田　　　優 西　鍋　優　一 牧　山　啓　子

　日本赤十字社では、自然災害等をはじめ、救急法、家庭看護法等の講習、血液事業、医療・社会福祉事業等幅広
く活動を行っています。
　志布志市地区としましては災害時における災害救援物資の配分活動について迅速かつ、効率的な配分を行うことを
目的に、住家の全焼・半焼・全壊・半壊・流出・床上浸水の被害に対し配布します。昨年志布志市内では、住宅火災（全
焼）１件、罹災者へ日本赤十字社より救援物資を配布しました。このような災害救援物資や各事業などは、志布志市
民の皆様方より拠出していただく会費（５００円以上）で賄われております。
　なお、会費へのご協力は令和４年度中、日本赤十字社志布志市地区（志布志市社会福祉協議会本所・支所）にて
受付けております。本年度も多くの方にご賛同いただき、ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

１　令和４年度　市内会費額 （令和４年４月１日～令和４年６月20日）

２　令和４年度　法人会員（順不同・敬称略） ※令和４年６月 20 日 現在
有限会社　北崎水産加工 フラワーショップ木尾 西 国 領 歯 科 医 院 有 限 会 社　 カ ネトミ
サファイアガス販売株式会社 有限会社　三昧堂商事 ㈲ こ う へ い 写 真 館 有限会社　高山電器商会
若 潮 酒 造 株 式 会 社 株 式 会 社　 内 山 組 有限会社　中山信商店 株 式 会 社　 大 口 組
株 式 会 社　 ヘ イ ワ 有限会社　アクシス三昧堂 有限会社　谷自動車産業 有限会社　南九州記念品店
医療法人　童唱会　ひろた小児科 株 式 会 社　 共 栄 開 発 株 式 会 社　 サ ン コ ー 橋 口自 動 車整 備 工場
社会福祉法人　欣生会　小松の里 あおぞら農業協同組合 有限会社　福元自動車 冨 松 商 店
有 限 会 社　 上 室 製 茶 有限会社　有明塗装店 有限会社　志布志ホンダ ㈲ 東 村 石 油 店
医療法人　共生会　びろうの樹脳神経外科 キ ュ ー ピ ッ ト 花 熊 ㈱ 和 香 園 鹿 児 島 堀 口 製 茶 ㈲
㈱ 堀 口 園 株 式 会 社　 池 﨑 建 設 幸 栄 オ ー ト 株 式 会 社　 大 隅 芝 園
株式会社　大隅衛生　志布志 太 久保 酒 造株 式 会 社 中 原 歯 科 医 院 奥 野 菓 子 店
き り の き 精 肉 店 寒 川 石 油 店 有限会社　今井自動車商会 ま さ つ ぐ 会 館
松 山 や っ ち く 会 山 下 ク リ ニ ッ ク 有限会社本町調剤薬局　松山店 有限会社国分屋（アイショップ泰野店）

４８事業所　　合計４０１，０００円

地　　区　　名 松 　 山 志 布 志 有 　 明 市 合 計
４９９円以下（件数） 0 1 1 2
５００円以上（件数） 1,046 2,959 2,028 6,033
1,000 円以上（件数） 11 4 6 21
法　　　　人（件数） 13 13 22 48

実　　績　　額 667,500 1,518,118 1,342,000 3,527,618

日本赤十字社へのご協力、ありがとうございます！

住家火災等の
被災者へ
配布される
救援物資の
一部です！

長年にわたる、
会費のご協力
ありがとうございます！

令和４年７月１日現在の理事・監事・評議員を紹介いたします。 （敬称略・順不同）
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10
ポ
イ
ン
ト

☆
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ス
☆達

成

ポイント

ボランティア ポイント
   olunteer  point

　小・中高生がボランティア活動や地域活動を行った時に、「ふれあいボランティア活動カード」
に押印をもらい、ポイントを貯めていく活動です。

安
あんらく

楽小
しょうがっこう

学校  ２年

迫
さ こ だ

田  海
か い と

翔さん

潤
う る が の

ケ野小
しょうがっこう

学校  ２年

川
かわはら

原  秀
しゅうと

斗さん

230
ポ
イ
ン
ト

☆
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
☆達

成
潤
う る が の

ケ野小
しょうがっこう

学校  ３年

西
にしやま

山 　潤
じゅん

さん

50
ポ
イ
ン
ト

70
ポ
イ
ン
ト

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ス
☆

☆
達
人
ク
ラ
ス
☆

50
ポ
イ
ン
ト

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ス
☆

達
成

達
成

達
成

森
もりやま

山小
しょうがっこう

学校  ２年

一
い ち き

木 妃
ひ よ り

由利さん

潤
う る が の

ケ野小
しょうがっこう

学校  ６年

山
やますそ

裾  晴
は る と

大さん

野
の が み

神小
しょうがっこう

学校  ６年

山
やましげ

重 かんなさん

　
『
し
ぶ
し
生
活
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」』
で
は
、
仕

事
が
な
い
、
お
金
が
な
い
、
引
き

こ
も
り
な
ど
様
々
な
相
談
を
受
け
、

相
談
者
と
一
緒
に
解
決
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。
志
布
志
市
内

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
相
談
で
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
に
配
慮
し
た
相
談
ス
ペ
ー
ス
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お

電
話
・
メ
ー
ル
く
だ
さ
い
。

●
相
談
料　
　
無
料

●
開
設
時
間

　
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
除
く

●
問
合
せ
先

　
し
ぶ
し
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
ひ
ま
わ
り
」

志
布
志
町
志
布
志
３
丁
目
27
ー
23

電 

話　
０
９
９-

４
７
２-

１
８
３
０

M
ail　

shien@shibushi-syakyo.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
９
９-

４
７
２-

１
８
３
５

　

家
庭
菜
園
で
採
れ
た
野
菜
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
か
ら
の
寄
附

な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

物
品
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

へ
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
、
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

生
活
の
こ
と
で

 
悩
ん
で

  

い
ま
せ
ん
か
？

ご
支
援

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ふれあいボランティア活動

（7） ■ 2022.8ささえあい

㈲ミヤウチ上村裕治様より
机二組を寄贈いただきました。

志布志市商工会女性部の
皆さまより、食料品や

日用品などをいただきました。
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布

志
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志
布

志
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志
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ホ
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メ

ー
ル

ア
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さ
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え
あ
い

香
典
返
し
寄
附
金

篤
志
寄
附
金

物
　
品
　
寄
　
附

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
寄
附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福

祉
向
上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
６
月
30
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

道　

重　

坪
山
善
史　

故
カ
ズ
子

大
久
保　

松
清
ミ
ル　

故
哲
英

上
小
西　
川
井
田
幸
男　

故
勇

上
宮
内　
外
岩
戸
美
代
子　

故
敏
廣

中
大
黒
２
丁
目　

西
村
正
弘　

故
洋
子

大　

越　

児
玉
裕
子　

故
恒
吉
頼
藏

外
之
牧　
東
郷
シ
ツ
エ　

故
實
男

前　

畑　

川
原
裕
二　

故
德
子

大　

原　
谷
口
ビ
ビ
ア
ン　

故
義
數

馬
見
ヶ
塚　

谷
宮
健
二　

故
ト
シ
エ

駅
通
り　

吉
原　

耕　

故
ス
ミ
ヱ

町　

原　
黒
木
利
恵
子　

故
柳
政
利

宮　

路　

川
島
美
幸　

故
内
山
幸
夫

西
横
尾
下　

岩
戸
重
美　

故
ミ
チ

平　

和　

谷
元
勝
美　

故
ヨ
シ
子

松　

原　
日
髙
伸
一
郎　

故
正
夫

今
別
府　

春
口
孝
志　

故
康
子

上
天
神　

畠
中
鶴
翁　

故
ツ
ル
カ

下
小
西　

末
永
秀
文　

故
一
雄

二
反
野　

仲
澤
順
子　

故
邦
光

町　

原　

竹
田
静
子　

故
三
郎

関　

屋　

山
重
里
紗　

故
景
子

大　

迫　

松
原
利
子　

故
梓

宇
都
鼻　

野
井
倉
猛　

故
絹
子

頭
方
限　

川
田　

進　

故
カ
ズ
子

髙
下
谷　

永
田
勇
人　

故
ヒ
サ
ヱ

平　

野　

宮
治
政
弘　

故
ミ
リ
子

下
平
野　

水
口
和
彦　

故
ハ
ル
エ

通　

山　

徳
田
弘
美　

故
和
雄

伊
﨑
田
鍋　
鍋
山
ト
リ
エ　

故
賢
治

元
平
山　

上
村
一
弥　

故
フ
ヂ
ノ

西
馬
場　

西
村
三
郎　

故
野
村
直

平　

山　
平
野
マ
サ
子　

故
博
文

抜　

谷　

抜
迫
春
香　

故
ツ
ミ

沢
津
ヶ
峯　
小
野
村
ゆ
み
子　

故
永
野
重
実

上
通
山　

安
﨑
京
子　

故
邦
昭

西
押
切　

田
原
和
子　

故
廣
美

馬　

場　

坂
口
幸
一　

故
エ
ミ

芝　

用　

樺
山
米
子　

故
資
次

久
保
園　

川
上　

豊　

故
糸
子

前　

田　
岩
田
か
お
る　

故
ツ
ル

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
令
和
４
年
５
月
12
日
か
ら

令
和
４
年
６
月
30
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
山
重
浩
一
郎

１
２
，
２
７
０
円

・
志
布
志
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
松
山
支
部

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
，
２
０
０
円

（
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
６
月
30
日
ま
で
）

（
敬
称
略
）

・
一
般
社
団
法
人

　

鹿
児
島
県
タ
ク
シ
ー
協
会

車
い
す
１
台

・
長
利
守�

プ
ル
タ
ブ
多
数

（
令
和
４
年
4
月
28
日
か
ら

令
和
４
年
7
月
31
日
受
付
分
）

（
敬
称
略
）

・
プ
ラ
ザ
募
金
箱

３
，
０
３
１
円

・
下
通
山
自
治
会５

０
，
０
０
０
円

・
中
山
信
商
店

１
０
，
０
０
０
円

・
志
布
志
町
更
生
保
護
女
性
会

１
５
，
０
０
０
円

・
市
役
所
有
明
庁
舎
救
援
金
箱

２
，
３
１
１
円

・
市
役
所
松
山
庁
舎
募
金
箱

１
，
３
４
１
円

（
令
和
４
年
３
月
２
日
～

令
和
４
年
7
月
31
日
受
付
分
）

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

２
０
１
，
６
１
４
円

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

※�

こ
の
救
援
金
の
期
間
は
、

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

令
和
４
年
度

大
隅
地
域
介
護
の
職
場
シ
ニ
ア

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
と

就
職
面
談
会
の
ご
案
内

受
講
料
・
入
場
料 

無
料

　
令
和
４
年
９
月
17
日
（
土
）、

か
の
や
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
鹿

屋
市
共
栄
町
12
ー
３
）
に
お
い

て
、「
介
護
職
場
シ
ニ
ア
就
職

応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
及
び
県
内
の

介
護
等
職
場
の
人
事
担
当
者
と

就
職
希
望
者
と
の
「
個
別
面
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

⃝

介
護
職
場
シ
ニ
ア
就
職

応
援
セ
ミ
ナ
ー

時
間　
10
時
～
12
時

定
員　
30
名（
先
着
順
）

対
象　

 

概
ね
55
歳
以
上
で
、

介
護
に
興
味
・
関
心

が
あ
る
方

講
師　
福
留  

利
郎 

氏

　
　
　
　
（ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ル
ー
ピ
ン
の
里　
施
設
長
）

締
切　
８
月
26
日（
金
）

⃝

介
護
の
職
場
就
職
面
談
会

時
間　
13
時
～
16
時

対
象　

 

介
護
等
職
場
へ
の
就

職
希
望
者

参
加
法
人
25
法
人（
予
定
）

※
事
前
の
申
込
み
不
要

※ 

未
経
験
者
・
無
資
格
・

シ
ニ
ア
の
方
も
大
歓
迎

⃝

問
合
せ
・
申
込
先

　
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

電
話  

０
９
９
―
２
５
８
―
７
８
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
９
９
―
２
５
０
―
９
３
６
３

ご
案
内

車
い
す
１
台

鹿
児
島
県
タ
ク
シ
ー
協
会
様
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有
明
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

有
明
地
区

志
布
志
地
区

志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

松
山
地
区

志
布
志
地
区
受
付


